
古代エジプトの州侯に関する一考察 (2)

西村洋子

前号では称号からみた州侯の成長について述べたが，今回はエジプト社会の

どのような特質がその成立要因となったのかを見てゆきたい。

2. ピラミッド市（王の葬祭財団）での栄誉

ヒ゜ラミッド市は神王の崇拝儀式のために第4王朝初代のスネフェルウ王から

各代の王によって創設された。ヒ゜ラミッド市は葬祭神殿， ヒ゜ラミッドの修復作

業にあたる職エ達の村，王領地及び工房 (per-shena)からなる。葬祭神殿には

専任の神官達と，普段は労働をしている非常勤の神官達がいた。前者は「典礼

司祭」 (kherj-hebet)であり，唯一の真の神官職だった。後者は「神官」 (hem-

netjer)や「ウアプ神官」 (wab)であり，「葬祭神官」 (hem-ka)として供物を
(i) ① 

運び，前者が行なう葬祭儀式を補佐した。王領地はエジプト全土に散在し，ヶ

ンティシュ (khentj-sh)達によって耕作され，供物や神殿職員達の食料を供給
R 

した。王領地はそれが位置する州の行政の監督下にあるのではなく，それぞれ
④ 

「地所の管理者」 (heka-hwt)達によって管理された。工房はヒ゜ラミッド市のみ
R 

ならずその他の神殿にも設置され，パン職人・醸造者・穀物計量人 (nekhet

kherw)・女織エ達等がそれに所属する。ヒ°ラミッド市は古代エジプトにおいて

経済の中心地であり。ニウセルレ王以降は，太陽神信仰に対抗するため，王の

権力基盤としてますます重要視された。そのことは新しい村々の建設によるヒ°

ラミッド市の地所の拡大に暗示されている。ビラミッド市は個々が独立した行
⑥ 

政単位で，故王のビラミッド市は現王の支配を受けなかった。全ヒ゜ラミッド市

を統轄する行政組織は存在せず， それぞれは「ヒ゜ラミッド市の長官」 (imj-er
⑦ 

njwt mer)達によって監督された。

ニウセルレ王以降現王のヒ゜ラミッド市の管理者は宰相だった。同王の時代

「ヒ゜ラミッド市の長官」職に任命された宮廷理髪師チィの墓は，カナワティの
⑧ 

研究によると，当時のマスタパの総面積の平均が522面であるのに対し， 内部

の全床面積870吋，総面積1,274面であり，回廊・列柱室等を備えた非常に大き

なマスタバであり，「ヒ゜ラミッド市の長官」職の重要性を教えてくれる。彼は宰

相ではなかったが，神官長の資格でこの官職に任命されたのだった。ペヒ01世
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王時代第8州アビュドスのクイは， ヒ゜ラミッド名を添えずに「ヒ°ラミッド市の
R 

長官」の称号を持っており，それは名誉称号であると思われる。しかし現王の

死後この官職は宰相から位階の低い官吏の手中に移った。ウニス王のピラミッ

ド市の長官にはなつめやしの家の長官カテプが就任した。

宰相は， ヒ゜ラミッド市の長官に任命される時，「神官の監督官」 (sehedjhe-

mw-netjer)の称号も持った。この称号はテティ王以降宰相以外のところにも現
⑩ 

われた。例としてテティ王の婿養子ネフェルセシェムプタハ，国庫長プクハシ
⑪ ‘⑫  ⑮ 

ェプセス，第7州州長官イドゥ・セ不二，上エジプト長官ウニ，南のドアの長
⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 

官チャウティ，上エジプト長官ケス，将軍アヌ，穀倉長官イビとジャウ・シェ
⑱ 

マイ，工房長カバウィ等が挙げられる。これらの人々の中には有力な州長官の

名もみられる。

第 5王朝には現王のヒ゜ラミッド市の「神官」の称号が栄誉として王子・宮廷

職員・官僚達に与えられた。彼らの中には，それに加えて他のヒ゜ラミッド市の

「神官」や「ウアプ神官」の称号を持つ者もいた（表6参照）。彼らは王都での

貢献の報酬としてそれを獲得し，物質的配給を受けた。彼らは王都メンフィス

の守護神プタハの名を含む尊称「プタハの下で尊敬される者」 (imakhkher 
⑲ ⑳ 

Peteh)を持っていたり，名前に王名を組み合わせたりしている。彼らは王の

同意の下にこれらの神官職を子孫に遺贈した。ウセルカフ王時代に，王宮の家

令でもあった第15州ティフナのハトホル女神神官ニカアンクは，神官職を息子
⑪ 

達に譲るための王の勅令を獲得することに成功している。

また故王のヒ゜ラミッド市の「神官」だった人々もいた。クフ王の「神官」に
＠ ⑲ 

はケンティシュ局長官イミイセトカイ，ケンティシュの監督官カヒフ，ケンテ
⑳ ⑮ 

ィシュ長官ネシケドゥ，宰相メレルカ達が，メンカウレ王の「神官」にはケン
⑳ ⑰ 

ティシュの監督官カセジャとケヌが，カフレ王の「神官」にはネスウトネフェ

ルがあげられる。

第 6王朝末には第4王朝の諸王のヒ゜ラミッドで本来の職務とは無関係の「神

官」達が現われる。これは「神官」の地位が小官吏や宮廷職員への報酬として
⑱ 

譲渡されたことを示す。例えば，第 1供物長官かつ鳥の家の長官ルウジカ，牛
⑲ R R ⑲ ⑳ 

の牧場の監督セヘテプ，レメヌカ，家令ネフェル，イイメリ，カドゥア， ドゥ
⑭ 

アレ等があげられる。

第5王朝末以降はヒ°ラミッド市の労働者達の子孫が「神官」の称号を持ち，

このことはこの称号の地位の下落を示す。

ケンティシュは本来は身分の低い小作農であったが，ウニス王時代に突然

「某王のヒ°ラミッドのケンティシュ」と自称する王都の高宮達が登場するに至

って，その地位は急上昇した。テティ王以来ケンティシュの称号に加えて耕地
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が栄誉として与えられた。例として，テティ王の婿養子ネフェルセシェムフ゜タ
⑮ 

ハ，宰相メレルカ，テティメリ，使節の長官ニアンクペヒ°，国庫長ジャウとそ
⑮ 

の母ネベト等があげられる。ケンティシュは本来納税義務を負ったが，ペビ 1
＠ 

世王のダハシュール勅令によって免税•免役されて以来，誰からも拘束され

ず，実質的に自由となった。ケンティシュの補充は彼らの子供達の中から行な
⑱ 

われるので， この地位は世襲されるということである。ケンティシュの地位

は，この時代王が官僚達の扶養を保証する手段となった。つまり，このことは

官僚達が物質的配給を待つのではなく，直接生産手段の耕地を持つことであ

り， ビラミッド市が本来のケンティシュ以外の人々によって耕作されることを
⑲ 

禁じる王の勅令が無意味になることである。

「地所の管理者」は，前述の通り，ヒ゜ラミッド市に付属する王領地を管理し

た。実際の仕事は地所の下僕達(djet)によって遂行されたが，「地所の管理者」

は地所の収益権を持った。古王国末にはこの称号を持つ大多数の官僚が存在し

た。高官の部下は高官に割り当てられた地所の名目上の管理者としてこの称号

を名乗った。王族は名目上の委任としてではなく直接の地主として認められ
⑩ @ 

た。例として第6州州長官イドゥ 1世，第12州州長官イビ，第15州州長官メル
⑲ ⑬ 

・ベビ，テティアンク・イイエムヘテフ°達があげられる。一つの州内の地所は

全て「大地所の管理者」 (heka-hwtaat)によって管理される。 この称号は，

前号で述べた通り，州長官の称号にもなった。

ヒ°ラミッド市以外の場所で栄誉を与えられた者もいた。第 6王朝の諸王は自

身の葬祭儀式を拡大するために，地方神殿内に自身の礼拝堂 (hwt-ka)を配置し
⑭ ⑮ 

た。例えばペヒ° 1世王の礼拝堂は，ブバスティス，ザウィエト・エル・メイテ
⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ◎ ⑭ I認）

ィン，クサ工，アクミン，アシュート，エルキャフ，メンフィス，ナカダ等に

あった。礼拝堂は州行政から独立し，礼拝堂の神官の監督者達の中にも州長官
⑱ 

はいない。彼らはまたもや王都との関連を示す称号を持つ。第3州エルキャブ

“‘ の2人の「神官の監督官」のグラフィティから，礼拝堂の神官達の神殿行政と

の関連は明らかである。第 6王朝に地方神殿の御料地が私人墓の地所のリスト

に現われるのは，このような王の葬祭儀式の拡大をきっかけとしている（下記

参照）。

以上見てきたような神官職の授与は，官僚達の養老制度あるいは供養に関わ

りがある。それ故次の節では彼らの財産について述べてみたい。

3. 官僚達の財産

第4王朝以前は官僚達は王宮で扶養されたが，その後の行政の膨張によって
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官僚の数が増大したので，中央政府は地所，特にヒ°ラミッド市の地所を彼らに

割りあてて扶養した。彼らは墓の中でこうして与えられた地所や村々の名前を

列挙しているが，その数の多さがそれらからもたらされる租税の多さを示すこ

とになる。これらの地所の中には彼らの存命中に彼らが使用したものと彼らの

死後葬祭儀式のために使用されたものがある。

彼らは地所のリストのところに頻繁に「per-djetの村々と地所を監督する。」

という注を書き添えている。建築家ネケブは「20年間彼に割りあてられた村
① 

(per-djet.ef)を管理した」兄を持つ。メチェチは次のように語っている。「（こ

の墓を建てた全ての人々一私は彼らを満足させた。）彼らは私が所有する私の

村の (nper-djet.j)銅を使って仕事をした。私は彼らに服を与え，彼らの生計

のために私の財産の一部 (tan per-djet.j)で扶養した。彼らはそのことに対し
R ぅっゎ

て神に感謝した。」アスワンのある墓の中でエーデルが発見した器には「器物

の中の物は彼に割りあてられた村から (mper-djet.ef)来る。」と書かれてい
R 
た。これらの記述から割りあてられた畑・エ房で作られた産物はペルジェトか

ら産したとみなされていたことがわかる。ペルジェトは官僚に彼の官職に対し

て王から割りあてられるもの全てである。官僚の財産は相続財産・自己獲得物

・神官職の禄・王の贈り物・ペルジェトからなり，ペルジェトは官僚の財産の

大部分を占める。ペルジェトは官僚が任期の間のみ所有することができ，退任

や違法行為があった時には再び取り上げられた。つまりペルジェトは決して彼

らの私有財産とはならなかった。彼らにはそれの用益権もなく，それからもた

らされる租税だけを得た。

官僚達の葬祭儀式のために使用される地所すなわち葬祭財団は，王が彼らに
c 

与えた村々と彼らの遺産をもとに創設された私設財団 (diePrivatgriindung, 
R 

la fondation privee)からなる。第 4王朝から第 5王朝の中頃にかけて，ギ

ザに埋葬された官僚達が言及している地所の90％は第4王朝の諸王の地所であ

り，残りの10％は私設財団である。それぞれの私設財団は gereget（あるいは
G 

iret, inet, hwt ka)＋創設者名という組み合わせの名前を持つ。彼らの子孫は

第 5王朝の諸王の地所に全く言及していない。彼らの葬祭の費用は主として王

の村々の租税から入り，私設財団は殆ど何の役割も果たさなかった（表 7参照）。
⑦ 

同時代サッカラに埋葬された，地所のリストを持つ官僚達は「卑しい」生まれ

から出世した人々で，王の村々の享有は少なく彼らの葬祭財団の大部分が私設

財団である。彼らは王にならって自身の葬祭財団を築いた。それぞれの私設財

団は，第4王朝から第 5王朝初めまでは gereget（あるいは iret,inet, hwt-ka) 

＋創設者名＋地誌上の形容辞という組み合わせの名前を，第 5王朝以降は食物
R 

名（供物としての食物）＋創設者名という組み合わせの名前を持つ（表8参照）。
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セシェムネフェル3世とイイメリはギザに埋葬されているが，彼らの地所の

名前はサッカラの第 5王朝以降の慣習に従っている。前者の地所の名前は「セ

シェムネフェルのヘプネネトパン」 (hebnenetSeshemnefer)であり，後者の

は「イイメリの調理された大麦」 (agetit lj-merj)である。彼らは自身の葬祭

財団の中に第5王朝の諸王の財団を持つ最初の人々である。またイイメリは墓
⑧ 

に農耕仕事や工房の活動を描いたギザの西ネクロポリスの最初の人である。つ
⑩ 

まり彼らは伝統を捨て，新王朝と結合した代表的人々である。

ギザでもサッカラでもイセシ王の治世に突然王の地所が多数官僚達のリスト

の中に現われる。このことはウニス・テティ両王の治世にも続く。例えばセネ

ジェムイプ・インティ，セシェムネフェル4世，プタハヘテプ，メレルカ，メ

フ，サプ達が挙げられる。そしてこれらの王の地所の大部分は下エジプトで発

見される。イセシ王の地所は下エジプトに17,上エジプトに 2, ウニス王のは

下エジプトに15,上エジプトに 4,テティ王のは下エジプトに35,上エジプト

に3である。ペヒ°2世王のは私人墓からは全く知られない。

廷臣・貴族・官僚達は自身の権力下にある土地に自身の葬祭財団を設立し

た。それらは完全に彼らの私有地だった。彼らの収入はこれらの私有地から入
⑪ 

ってきた。葬祭財団は，供物の供給をする以外に，未亡人や息子達に遺贈され
⑲ 

たり，葬祭神官達への給料支払いに利用された。カフレ王の息子ニカウレはチ

ェルウト村の 4つ（？）の耕地を葬祭財団とし，残り全てを妻子に遣贈してい
⑲ 

る。未亡人の扶養は財団の地所の半分の賃貸により，彼女に委託される地所に
⑭ 

関して夫の決定権が存在した。葬祭財団は主として耕地からなるが，家畜と人
⑮ 

々も属した。
⑭ 

私設財団は第4王朝に王族以外の退職後の生活手段がない小官吏達にその設

立を許され，ネフェリルカレ王以後中級官吏達のところを中心に多く現われ

た。葬祭財団を用意すべき人々の増大によって土地所有が次第に困難となって
⑰ 

きた時は，王からの年金 (wdjeb-red)が財団設立を保証した。故人の遺産は相
⑱ 

続人とペルジェト管理局 (diadjatnet per-djet)によって管理された。王が官

僚達に与えた地所や自然に生じた村も次第に彼らによって私有化されていった
⑲ 

ことは考えられるが，現在では証拠不十分である。

しかし，古王国末の中央行政の崩壊と国土の細分は葬祭財団全ての経済をス

9 トップさせたので，第 1中間期の葬祭制度は経済的基礎が根本的に異なったと

思われる。

4. 葬祭制度

王の葬祭義務の官僚達への分担によって，彼らは来世での王と同じ生活を期
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① 

待するようになった。そのため彼らの葬祭上の世話の必要が生じた。彼らはヒ・

ラミッド（王墓）周辺にネクロポリス（共同墓地）を築いた。彼らの世話は，

王室経済だけではまかなえないので，王の葬祭財団（ヒ゜ラミッド市）が設立さ
R 

れ，そこからネクロポリス全体に供物が供給された。パレルモ・ストーン（年

代記）には王の神々への土地・供物の寄進が記録されているが，それらの受取

人の中に神々にまじって「某地の baw」あるいは「某地の netjerw」と呼ば

れるグループが見られる。それは，ゲーディッケによれば，生前王に仕え，勤
⑥ 

務の報酬として墓を与えられ，葬祭儀式を許された人々の集団であった。王の

供物の受給資格者達は，王都メンフィス周辺だけでなく，アビュドスにもそし
④ 

て恐らくデルタにも存在した。この場合王の土地・供物の寄贈は信心からでは

なく，家臣達の永遠の至福に対する王の責任による。寄贈された土地は王の葬
⑤ R 

祭財団の下で管理され，神の土地同様免税されていた。

このような王の供物を受け取る者はイマクウ (imakhw)と呼ばれた。供物の

支給が神殿の地所から来る時，その故人は神の下でのイマクウである。ティフ

ナのニカアンクの妻ヘジェトヘケヌは，ハトホル女神のウアプ神官だったの

で，「ティフナの女主人ハトホルの下での imakhw」と呼ばれている。彼女は
⑦ 

メンカウレ王がハトホル神に割り当てた 2アルーラの耕地をか預った。
R 

このイマクウという言葉は本来は「主人によって扶養される者」の意だっ

た。つまり年金生活者を示す。第5王朝の廷臣の家僕レウルはパトロンの名前

の浮彫の下で，「私は他の全ての誰よりも彼の imakhwである。」と語ってい
⑨ ⑩ 

る。第4王朝の王子達は皆「父王の imakhw」と自称している。しかし，ヒ゜ラ

ミッド市の神官職を保持する貴族・高官達は，王の下でのイマクウと自称して

いる。さらに，彼らの葬祭神官を勤める中級官吏達は，彼らの下でのイマクウ
⑪ ⑬ ⑬ 

であった。宰相カゲムニ，王子ヘルデデフ，王妃ウジェベトエンの葬祭神官達

も，彼らの下でのイマクウであると語っている。これらのことから葬祭神官ヘ

の任命は官僚達を扶養する手段でもあったことがわかる。

年金生活者である貴族・高官達は，自身の葬祭財団においてこの年金制度を

模倣した。つまり彼らは自身の家政内の功労のあった召使いを自身の葬祭神官
むく

に任命し，その働きに報いた。この場合彼は主人の財産の一部とみなされ，主
⑭ ⑮ 

人による命令権が存在した。彼の勤務は故人の子供達によって監督された。彼
⑱ 

らは供物のために働き，国家の労働や税を免除されていた。そのかわり勤務を

怠ったり，委託された耕地を私有化したり，売買譲渡した時には，彼らは彼ら
⑪ 

の財産を没収され，勤務から追放された。

官僚達の供物は王が彼らに与えた地所からもたらされた。親子が共に彼らの

墓を建設した場合には，同じ地所から同じ神官達によって同じ供物を受け取っ
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ただろう。例としてサッカラのプタハヘテプ 1世，アケティヘテプ，プタハヘ

テプ 2世，ギザのセネジェムイブ・インティ，メヒが挙げられる。第 5王朝末

のプ タハヘテプ 2世や第 6王朝のサプの地所のリストの中には，スネフェルウ

王， クフ王， カフレ王達の地所も言及され， 先王の地所の経営が続いていた

ことを示す。自身のパトロンの私設財団から供物を受けとることもあった。ペ
⑱ 

ンメルウは宰相セシェムネフェルから供物を受け取った。神殿から供物を受け

取ることもしばしばあった。ペルセンはプタハ神殿から王妃ネフェルヘテペス
⑲ 

のためにくる供物の一部を受け取った。宰相ジャウはケンティ・アメンティウ
⑳ R 

神殿から供物を受け取った。神殿の御料地は神名を組みあわせた名前を持ち，

プタハの神官長サプの 8つの地所のうち， 6つがプ タハの名を， 1つはソカル
⑫ 

の名を持っている。建築家セネジェムイプ・メヒの 2つの地所は女神セシャト

の名を持つ。宰相プタハヘテフ゜は父アケティヘテフ゜から女神マアトの名を持つ
⑬ 

地所を相続した。官僚の地所のリストの中での神殿御料地の登場は，供物をそ

こから受け取ったことか，あるいは神殿内での勤務のために耕地を配当された

ことを示す，と考えられる。

さて以上の諸節において，官僚達が王による現世と来世における生活の保証

を利用して私有財産を築いていくことができたのをみてきたが，次の節では州

侯達の直接の経済基盤となった神殿の発展についてみていきたい。

5. 神殿の地所と神々の信仰

神殿の記述や描写を持つ遺物は初期王朝の時代から発見されている。例えば
① 

第 1王朝 2代目アハ王時代の油のラベルにはサイスのネイト女神神殿やヘラク
R 

レオポリスの雄羊神神殿が言及されている。第 1王朝初代ナルメル王の椙棒に
⑧ 

はペーの神殿が模写され，彼の印章にはわに神の神殿が記されている。しかし

これらの神殿がすでに地所を所有したかどうかは疑わしい。パレルモ・ストー

ン（年代記）は，第 5王朝の 3人の王ウセルカフ，サフレ，ネフェリルカレの神
④ 

殿への耕地や供物の寄進を列挙している。受取人には地方神はみられず，レ

ー，ハトホル，ネクベト等の国家神のみである。サフレ王は無名の神メセンと
R 

セムに対して寄進しているが，信仰は確立しなかった。ウセルカフ王は治世6

年にプト（ペー）のホルス神に 2アルーラの耕地を寄進し，さらに神殿建築に
⑥ R 

言及している。王が神殿に寄進した耕地は王の地所として管理された。

間接的に神殿の地所について情報が得られるのは，王の葬祭神殿や官僚達の

塞の壁に記された地所のリストからである。地所のリストに含まれるものには

3つのグループがあり，それらは王の地所，自然発生の村，私設財団である。
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これらのうち前者 2グループの名前の中には神名を含むものがある。官僚達は

直接神々と接しなかったので，私設財団の中には神名は含まれない。古王国の

地所の名前の中で言及された神々の数は約70にも達し，それらの中には主要な

神々だけでなく性格の不明な地方神，精霊達も含んでいる。

神名と王名の結合は，第4王朝の諸王の中で神名を伴う地所を持つのはクフ

王とカフレ王のみであるのに対し，第 5王朝後半以降一般的となる（表 9参照）。

この結果からジャックーゴードンは神殿の経営が王の地所の経営を徐々に侵害
⑧ 

していったと考える。自然発生の村の名前の中での神名の言及は，村周辺に存

在した古い神の信仰を示している。プタハヘテプ2世の地所リストに挙げられ

ている「オシリスの要塞」 (nekhenWsir)と呼ばれる村は，州都ジェデトがオ
R 

シリスの信仰地だった下エジプト第 9州で見つかった。メチェンの「メンデス

の持参金」 (sahetBa neb Djedet)は，州神が牡羊バネブジェデトだった下

エジプト第16州で見つかった。性格の不明な地方神達が言及されている場合に

は，同地域の民間信仰を示す。

地所の名前の中で言及される神々の傾向は次のようである。第4王朝ではレ

ー，ホルス， ミン等の王権と直接関連する神々が多い（表10参照）。第 5王朝で

は神々のサークルが拡大して，主要な地方神達が現われる。特に王が太陽神レ

ー信仰に王権の拠所を求めていたので，太陽神信仰に関連する神々が多い。例

えばホルス，セト，ウプアウト，プタハ，アヌビス，ハトホル，ネクベト等で

ある（表11参照）。第5王朝末以降，ヒ°ラミッド市の価値の引き上げと王領地の

拡大によってレー信仰が後退し，地方神信仰の成長が始まる。同時に地方自治

と私有財産の増加が始まる。諸王は地方神達に土地を贈与したので，地所を持

つ地方神殿が増加した。つまり地方神殿に経済力が生じた。第 6王朝には性格

の不明な地方神や精霊達も現われ，宗教の地方分権化を思わせる。テーベのモ

ンチュ神とオシリス神の登場はテティ王とペヒ°2世王の地所において初めてで

ある。ヘリオポリスの 9柱神達のうち，アトゥム．シュー，テフヌト，ゲプ，

ヌト，イシス，ネフテュスとテーベの 3柱神達つまりアメン，ムト，コンスは

全く言及されていない。オシリスとセトは，ヘリオポリスの 9柱神の一員とし

てではなく，前者は下エジプト第9州の州神として，後者は上エジプトの守護

神として言及されている。このことは宇宙理論の未確立を示している（表12参

照）。地所の名前の中でのより頻繁な地方神達の言及は，地方神信仰が王の注意

を引くほど成長してきたことを示している。このような神々の地位の上昇はそ

れぞれの神殿の神官・労働者達の地位を上昇させた。それはまた地方神殿と結

びつく地方官僚達の地位の上昇でもあった。

神殿とそれに付設された王自身と王族の礼拝堂に対して，王から贈られた土
⑩ 

地は耕作され，神官の給料支払いに使用されたり，小作人(meret)に賃貸され
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⑪ ⑪ 

た。神官達は委託された地所のために儀式執行と神殿維持の義務を負った。彼
・⑮ 

らはもちろん納税義務を負っていたが，第 5王朝以降の免税勅令によって撤回
⑭ 

された。ネフェリルカレ王がアビュドスの神殿のために発布した勅令は第 8州
⑮ 

全ての神官を，ペヒ°1世王がコプトスのミン神神殿内の王母イプトの礼拝堂の
⑯ 

ために発布した勅令はその礼拝堂の職員を，ペヒ°2世王がコプトスのミン神神
⑰ 

殿のために発布した勅令はその神殿の全ての人々を免税した。国家官僚は永遠
⑱ 

に賦役のために神官達を連れていってはいけないとされ，これに違反すると重

大犯罪者として裁判所へ引き渡され，財産あるいは所有権の没収と官職・地位
⑲ 

の剥奪さらに子供達の相続権の剥奪が課せられた。神官達が免税されていない

別の神殿に移され，賦役に従事したこともあったが，免税された神官達の方が

はるかに多かった。免税勅令の発布は地方神殿の経済的独立を許すことにな
⑳ 

り，国家にとってはそれは国庫の主要な財源を失うことであり，地方官僚達に

とっては税を逃がれて私有財産を築くのに絶好の隠れみのとなった。地方神殿

は中央政府が倒壊した後，第 1中間期の間経済的・文化的中心として重要な役

割を果たした。

むすび

本稿において，古王国後半に焦点をあてて，官僚達が私的で自由な活動を始

め，その中から地方で勢力をもつ貴族が現われ， さらに第 6王朝の中央政府の

倒壊を境に州侯化していった過程をみてきたわけであるが，それは思いのほか

複雑で，多方面からの視点を要求するものであった。第2章についてはこの 2

年間では十分な文献・史料を準備することができず，論文のまとまりを欠くこ

とになってしまったかもしれないが，筆者はそれでも意義深いものであったと

思うのである。従来の概説書を読んだだけでは，中央政府が地方豪族達の自由

勝手な活動によって統制をとれなくなって倒れ，第 1中間期は暗黒の時代であ

るというイメージしかなかった。しかしこの論文の特に第 2章において古王国
かいま

の社会制度と慣習を垣間みることによって，今までのイメージはあくまでも王

権の立場から見たものであり，逆に言えば王都の文化がエジプト全土に波及し

つつあったこと，つまり真にエジプト全体の文化になろうとしていた新しい時

代なのではないかと筆者は思うのである。これはこべ自然な歴史的流れではな

いだろうか。美術の面ではすでに王のための技術が第5王朝以降階級順に，王

都から地方へ波及していくことが指摘されているが，これと同じ現象が美術以

外のあらゆる部分にも起こっていたのである。そしてそれは単なる王の模倣に

終わらず，次の時代の新しい精神文化の創造に至るのである。それが中王国の
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始まりである。また神々の信仰においても，王権の化身や守護神ではない地方

の神々の浮上がこの現象と並行して起こっているのは興味深い。

今後の課題としては，第 1中間期の個々の州侯について，今回観察の対象と

しなかった第 1中間期後期の州侯達，例えば第13州アシュートのケティ一族，

第15州ベルシャのジェフティネケト一族，第16州ベニ・ハサンのバケト一族

等，及び中王国にも存続した州侯達も併せて，より詳細な錮察が必要と思われ

る。さらに第2章で述べた社会制度や慣習が第 1中間期にはどのように変化・

発展していったのか，特にこの時期急激な進展をみせる精神文化にも配慮しつ

つ第 1中間期の歴史像と意義を考えてゆきたい。
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⑯ ibid., p. 41 ff. ; Urk. I. p. 214. 

⑰ ibid., p. 87 ff. ; Urk. I, pp. 280-3. 

⑱ ibid., p. 88, 115; Urk. I, p. 282. 9-14. 

⑲ ibid., Koptus B, R. 
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® ibid., p. 128 ff. ; Urk. I, pp. 293-5. 

AAA 

AJA 

ASAE 

-ff 
Annals of Archaeology and Anthoropology, Liverpool. 

American Journal of Archaeology, Baltimore. 

Annals du Service des Antiquites de l'Egypte, Kairo. 

BIFAO : Bulletin de l' Institut Franfais d'Archeologie Orientale, Le Caire. 

BiOr 

CAH 

FIFAO: 

JAOS 

Bibliotheca Orienta/is, Leiden. 

The Cambridge Ancient History, Cambridge. 

Foui,lles de 1' Institut Fran,fais d'Archeologie Orientale du Caire, Le 

Caire. 

Journal of the American Oriental Society, New Haven. 

JARCE : Journal of the American Research Center in Egypt, Boston. 

JEA Journal of Egyptian Archaeology, London. 

JEOL Jaarbericht 11an het Vooraziatisch-Egyptisch Genootschap (Gezelschap) 

"Ez Oriente Luz", Leiden. 

JNES ~ Journal of Near Eastern Studies, Chicago. 

MDIAK: Mitteilungen des Deutschen Archiiologischen Instituts, Abteilung Kairo, 

Berlin, Wiesbaden, ab 1970 : Mainz. 

MIO Mitteilungen des lnstituts fur Orientforschung, Berlin. 

MMAF : Memoires publies par les membres de la mission archeologique franfaise 

au Caire, Paris. 

NGWG : Nachrichten 110n der Gesellschaft der Wissenschaften zu Gottingen, 

Gottingen. 

Or. Orientalia, Rom. 

RdE Re"DUe d'Egyptologie, Kairo-Paris. 

ZAS Zeitschrift fur iigyptische Sprache und Altertumskunde, Leipzig-Berlin. 
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クイ一族の系図（主要人物のみ）

クイ＝＝沐ベト（南の宰相①） テティ王（第6王朝初代）
I I 

| | l (i 
ジャウ イディ メリレアンクネスーーペピ 1世王ーーメリレアンクネス
（南の宰相②） 南の宰相③| （上エジプト長官） メリエ1ンV王 ペピ12世王

イビ ニよプセドペビ（王都の宰相）

ジャ↓． V ェマイ）第8•12州の大首長
1 （上エジプト長官 ） 

ジャウ

図1

図2 ペピアンク一族の系図（主要人物のみ）

ペビアンク
（ハトホルの神官長）

I 
ニアンクペビ・セベクヘテプ

（ハトホルの神官長
上エジプト長官 ） 

I 
I 

ペピアンク

（ 
・ヘニケム

ハトホルの神官長

贔話盃ふ長官）
I 

ヘニ・ネフェルカ
（＊ジェフィト州の大首長）

※数字は宰相職の継承順位

二

`

J

 

ヘ
＼
ー

l
長

・

官

官

官

神
長

力

長

の
ト

ル

ト

ル
プ

エ

プ

ホ
ジ

フ

ジ

ト
エ

ネ

エ

ム

11K

紅ー
5

位

ロ
罪
細
へ

へ
の
卜
⑥
に

認
汀
瓢

ア
ト
エ
の
部

ビ
ハ
上
南
中

ペ
／
ー
ー
＼
＼

表 1 第5王朝の地方在住の州長官達の称号

（称

州
番
号
，
10

15 

16 

州長官の名前

王
の
諸
事
の
長
官

x
x

上
エ
ジ
プ
ト
の
偉
大
な
10
人

X 

新
し
い
村
々
の
長
官

号）
王
の
・
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
神
官

大
地
所
の
長
官

土
地
の
リ
ー
ダ
ー

要
塞
の
長
官

王
の
人
民
の
長
官

x
x

使
節
の
長
官

カイエムネフェ V ト
カイケンティ

（妻イウフィ）
（子）カイケンティ X 

（妻ケントカウエス）
セVフカイ
（子）ウルイルニ
カイウヘム

x

x

x

x

x

 

x

x

 

X 

王
の
ウ
ア
ブ
神
官

x
x

X X 

x
x
x
 

x
x
 x X 

x
x
x
 

X X 
x
x
 

註
番
号

D
①

①

心

,

.

｀

‘
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註 1) Petrie, Athribis, London, 1908, pis. 1-5. 

2) Mackay, Harding & Petrie, Bahrein and Hemamieh, London, 1929, pp. 
31 -5, pis. 9-28. 

3) Davies, Shikn Said, pis. 4-17. 
4) LD II, 110h ; LE) Text II, pp. 61-2. 

表2 第6王朝の州長官達の称号

註
番
号

D

王
の
・
王
の
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
の
神
官

神
官
長

x

地
所
の
管
理
者

X

2
つ
の
銀
の
家
の
長
官

穀
倉
長
官

上
エ
ジ
プ
ト
の
大
麦
の
長
官

x

上
エ
ジ
プ
ト
長
官

x

新
し
い
村
々
の
長
官

州
の
（
某
州
の
）
大
首
長

x
x

上
エ
ジ
プ
ト
の
偉
大
な
10
人

x
x

秘
密
の
長
官

下
エ
ジ
プ
ト
の
王
の
尚
璽
官

x

唯
一
の
友

x
x

王
の
諸
事
の
長
官

x

伯

x
x

世
襲
貴
族

x

宰
相

x

（称 号）

州
番
号

2

州長官の名前

3
4
 

X x
x
 

X 

X X 

6
 

X 

x

x

x

 

X 

7

9

2

 
ー

14 

15 

イン
（子）メリ l/ネフェル

・カル
ヘテプ
ウニスアンク
セニイケル
ィヒ
ケンティ
イドゥ 1世
イドゥ 2世
チャウティ
メニ
チャウティ
（子）イドゥ・セネニ
カイヘプ・チェティ
イビ
（子）ジャウ・ンェマイ
（孫）ジャウ
（上記3人は第8州の
州長官でもある。 ） 

ニアンクペビ・セベク
ヘテプ・ヘビケム

（子）ペビアンク・
ヘニケム

（子）ペ l:::."アンクヘリイ X X X 

ブ・ネフェルカ・ヘニ
（孫）へ l:::."ケム
テティアンク

・イイエムヘテプ
（子）メルベビ
（孫）ウルウ・イイイウ

x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
 

x

x

x

x

x

x

x

x

 

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
 

x

x

x

x

x

 

②
①
心
印

mネ
り
①
①
、
の

D
②

①

心

印

1
1
1
1
1
1
 

.

,

 

x
x
x
x
x
 

X X X 

X X 

X X 

X X 

X 

X X 

X X 

x

x

x

x

 
x
 

X X X 

X X X 

X 

x

x

 

X 

X X 

X X 

x
x
x
x
 

⑱

m
烈

切

⑱

幻

．

．

．

 

註 1) Alliot, Tell Edfou 1933, p. 8 ff., 22 ff. ; id., BJFAO 37, p. 93 ff. ; PM V, 
pp. 201-2. 

2) Daressy, }¥SAE 17, p. 130 ft. ; PM V, p. 200. 
3) Vandier, Mocatta, p. 186 "lnschrift 5"; Schenkel, MHT, p. 48. 
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4) Saleh, M.,'The tomb of Wnjs-ankh at Qurna', MDAIK筑 1971,p. 199 
ff. Tf. 70-7 ; id., Three old ki唸'domtombs at Thebes, Mainz, 1977, p. 12. 

5) Gardiner & Weigall, Priヮateto叫 sof Thebes, 1913, p. 32; PM I, part 
1, p. 291. 

6) Newberry, ASAE 4, p. 97 ff.; PM I, part 1, pp. 291, 293. 
7) PM I, part 1, p. 445. 
8) Fischer, Dendera, p. 93. 

9) ibid., p. 101 ; Petrie, Dendereh I, pl. 6. 
10) ibid., pp. 103, 175 ; Petrie, Dendereh I, pl. 7. 
11) Petrie, Dendereh I, p. 107. 
12) Montet,、Lestombeaux dits de Kasr-el-Sayad', Kemi 6, 1936, p. 84 ff. ; 

PM  V, pp. 121-2. 
13) ibid., pp. 110-3 ; Urk. I, pp. 115-7 ; PM  V, p. 119. 

14) Newberry, AAA 4, p. 114; CGC 28004. 
15) Davies, Deir el Gebr細．

16) Blackman, Meir V, p. 1 ff. pis. 1-14. 
17) id., Meir IV, p. 1 ff. 
18) id., Meir I, p. 6 ; V, p. 57. 

19) Davies, Sheikh Said, p. 31 ff. pis. 27-30. 
20) ibid., p. 27, pis. 21, 24. 

表3 第 1中間期の州長官達の称号

（称 号）

州長官の名前 宰
相

王
の
・
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
神
官

上
エ
ジ
プ
ト
の
大
麦
の
長
官

上
エ
ジ
プ
ト
長
官

下
エ
ジ
プ
ト
王
の
尚
璽
官

x
x

唯
一
の
友

x
x

世
襲
貴
族

x
x
x
x
x

州
番
号

2
3
4
5

x
 

x
x
 6

 

伯

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

クウ
アンクティフィ
イニイテフ
ウセル
チャウティ
ニイブネスウト・ベビ
ツェンセチ
アブイフウ
ゲギ
クイバウィ
チェメ Vリ
ハギ
カイヘプ・チェティイケル
（子）ケニアンク・ケニ
ヘルウイ
不明
ヘム V・イツ
OO)ヘンク・イイ……フ
（子）ヘンク・ケテティ

x
x
 

X 

x
x
x
x
 

神
官
長

x
x
x
x
x
x
x

X 

8
 

x
x
 

9

0

2

 
1
1
 

x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
 

x
x
 

某
州
の
大
首
長

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

x
x
 x

x
x
 

x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
 

x
x
x
x
 

x 
X 

X 

、’ノヽ
j,‘`
ノヽ
ノヽ
j,‘'‘、`
ノヽ
ノ‘'‘、’ヽ
ヽ`
ノ‘,‘、ノヽ

J
)ヽ
ノ
）
ヽ
ノ
）

註
番
号
ー

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
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註 1) Alliot, Tell Edfou 1932, p. 2 fig. 1 ; Daressy, ASAE 17, p. 139 Nr. 6 ; 

Alliot, Trll Edfon 1988, p. 2 fig. 1. 

2) Vandier, Mo0alla, p. 185. 

3) Fischer, Dendera, p. 200 fig. 39; CGC 20009; Clere & Yandier,Textes de 

la premiere periode intermediaire et,Ie la xzeme Dynastie, Brussels, 1948, 

p. 8 § 13. 

4) CGC 1442; Fischer, Coptite Nome. p. 43 ff. pl. 13. 

5) Fischer, Coptite Nome, pp. 47-8 pl. 14. 

6) Petrie, Dendereh I, pis. 11, 13; II, pl. Ha; Fischer, Dendera, pp. 114-9. 

7) Petrie, Dendereh II, pl. 7a ; Fischer, Dendera. p. 120. 

8) Fischer, Dendera, p. 203-5 fig. 40 ppl. 24. 

9) CGC 70-5, 1455; Fischer, JAOS 74, p. 29 ff. 

10) Fischer, JAOS 74, p. 30; Jequier, La pyramide d-Oudjebten, Cairo, 1928, 

p. 28; Fischer, Dendera, p. 20 Anm. 88; Maspero, MMAF 1, p. 199. 

11) Peck, Naga-ed-Der, p. 56 ff. 

12) Fischer, JAOS 74, p. 33 Anm. 64. 

13) Newberry, AAA 4, pp. 116-8. 

14) ibid., p. 116 ff., 119. 

15) ibid., p. 105. 

16) CGC 1646. 

17) Kees,'Der angebliche Gauname "Schlangenberg'", MDAIK 20, 1965, p. 

102 ff. ; Davies, Deir el Gebrawi II, p. 27 ff. pis. 23-6. 

18) Davies, Deir el Gebrawi II, p. 27 ff. pis. 23-6. 

19) ibid., pp. 31-3 pis. 2i-8. 

表 4

勅令の
略称

治

対

世

象

勅令の受取人達 (Goedicke,Ki:inigliche Dokumenteより）

ダハンュール

ペビ 1世王治世第
42年播種季第3月

スネフェルウ王の
2つのヒ゜ラミッド
市「スネフェルウ
は輝く。」

コプトスB

ペビ2世王治世第
23年収穫季第2月
28日

コプトスのミン神
神殿

コプトスG

ペピ 2世王

コプトスD

ベピ 2世王

ミン神神殿内の王
像と王の葬祭財団
「ミンはネフェル
カレを繁栄させ
る。」

左に同じ

受

取

人

達

ビラミッド市の長
官，宰相，王の文
害の書記長ジャ

ゥ
伯，上エジプト長
官クイ
神官長
神官の監督官
コプトス州の

herjw-tep 

宰相某
仕事の長官メル

プタハメリ v
地方行政官ィヒ

ケント
王宮のケンティシ＇
ュ達の長官 ウニ
神の供物の財産目
録の長官ケヌ
唯一の友 ィヒエ

ムペルメリレ
税務庁長官メリ
メジャイ・イアム
・イ Vチェト地方
の隊商隊監督官

低
官

上エジプト長
神官長某

伯唯一の友，神
官長某
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表5 コプトス勅令の受取人とその内容

(Goedicke, Kiinigliche Dokumenteより）

勅令の略称 発 布 者 受 取 人 内 容

コプトス I

コプトス0

コプトスM

コプトスQ

コプトス J

コプトスK

コプトスR

ネフェルカウヘル王
（第8王朝5代目）

同

同

同

同

上

上

上

上

デメジイプタウイ王
（第8王朝最後の王）

神の父神に愛される者，
進襲貴族，王の養子， ビラ
ヽッド市の長官，宰相，上
エジプト長官，神官長， ミ
ン神の着衣神官 ンェマイ

伯，神官長

ンェマイを上エジプ
ト22州に対する上エ
ジプト長官に任命

イディ イディを上エジプト
最南7州に対する上
エジプト長官に任命

神の父神に愛される者，
世襲貴族王の養子，ビラ
ミッド市の長官，宰相，上
エジプト長官・神官長， ミ
ン神の着衣長官ツェマイ

神の父神に愛される者，
世襲貴族王の養子•…••

ンェマイ

イディの任命をツェ
マイに通知

イディの兄弟をミン
神神殿の神官職に任
命

ンェマイの妻ネビト
の称号に関する規定

神の父神に愛される者，
臨襲貴族王の養子，ピラ
ミッド市の長官，宰相，王
の文書の書記長， ミン神の
着衣神官シェマイ

ンェマイと妻ネビト
の葬祭儀式に関する
規定

神の父神に愛される者，
臨襲貴族，王の養子， 1::."ラ
ミッド市の長官，宰想， ミ
ン神の着衣神官 イプイ

イディの葬祭財団に
関する規定
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表6 ビラミッド市で神官職を保持した官僚達 (Heick,MDAIK 15より）

職
種

｛gアブ神喜
両方

官僚の名前

X
0
△
 サ

フ
レ

X 

‘,ノドッミラピの王よ．
 

認
ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
レ

x
x

（
 

メ
ン
カ
ウ
ヘ
ル

ニ
ウ
セ
ル
レ

ネ
フ
ェ
レ
フ
レ

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
レ

ウ
セ
ル
カ
フ

ウルクウ
カエムネフェレト
セネヌアンク
セネジェムイブ
ネフェルイレテネフ
セドエムマアト
ヘテプヘルアケティ
セケムカと
息子セツェムカ・シェリ

ドゥアハヒ°
センェムネフェル
カドゥネス
アケティヘテプ
ジャジャエムアンク

イ
セ
ン

ウ
ニ
ス

x
 行

政
官
僚
及
び
司
法
官
僚

x
x
 

X 

x 

X
0
 

X 

x
x
 X 

X
 
X
x
x
 x

x
x
 

X
 
X
x
 儀

式
関
係
者

ジャジャエムアンクと
息子ヘムミン

インプウヘテプと
父イチェル

〇
△
△゜X x

x
 

歌
手

イティ
ニマアトレ
ネフェルスネフェルウ

X X X
0
 ゜

X 

理

髪

師

ニアンクレ・ツェリと
息子レンェプセス

カハヒ°
ネンケフェトカ
カバウプタハ
ニマアトプタハ
アンクマレ
ネケトサス
ネフェルイレレトプタハ
マアネフェル
イトゥンュ

x
x
0
0
 

x
x
 

O
X
 

x
x
 

x

x

 

X 

X 
x

x

 X
0
 ケンティン

ュ局の官僚
メルヘル X 

ネフェルバウプタハ
ネケトカ
カエムセネウ
セヘテプウ
イフェフィ
アンクマカ

食
料
供
給
者

X
0
0
0
 

x X 

△ 

゜X X 

国
庫
の
官
僚

ニカウプタハ
セドウァグ
ヘヌ
カプレ

x
x
 X 

X 

-45-



表1 ギザに埋葬された官僚達の地所リスト

(Jacquet-Gordon, Domainsより）

テ
テ
ィ

ウ
ニ
ス

イ
セ
ッ

メ
ン
カ
ウ
ヘ
ル

ニ
ウ
セ
ル
レ

ネ
フ
ェ
レ
フ
＞

）

ツ

ェ

プ

セ

ス

カ

＞

ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
＞

所地

サ

フ

＞

ウ
セ
ル
カ
フ

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
フ

メ
ン
カ
ウ
レ

カ
フ
レ

ジ
ェ
デ
フ
レ

ク

フ

，

ス
ネ
フ
ェ
ル
ウ
ー

他
人
の
私
設
財
団

2
0
0
0
2
2
0
0
0
0

本
人
の
私
設
財
団

o
o
1
0
0
0
0
0
0
0

地
所
の
総
数

2
4
9
5
4
6
4
1
1
1
2
1
6
1
3

（王 の

第

4

王

朝

官僚の名前

イアプテト
クフカフ
アンクカフ
メVスアンク 2世の夫
ウネツェト
ウヘムネフェ Vト
ジェデフミン
セケムアンク
ニカウ V
メルスアンク 3世

ー

3
 

ー
ー

7
6
2
1
 

ー

8
 

第

5
 

王

朝

1

3

1

5

2

2

 

1

2

2

 

0
0
0
0
3
2
2
0
2
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
 

ー

0
0
0
0
1
2
0
0
2
0
2
0
1
1
8
3
0
3
5
0
1
0
3
 

6
 

8
0
6
0
0
8
3
7
0
5
5
1
5
3
5
0
2
4
0
2
6
3
5
 

1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
3
1
1
6
1
3
2
 

セケムカ V
ネプエムアケト
メルイプ
ヘメト V
セツェムネフェル 1世
カネフェル
セツェムネフェル 2世
ネチェルプウネスウト
ニカネスウト
センャトヘテプ
チェンティ
ネスウトネフェル
アンクカフ v
Vウル
セツェムネフェル 3世
イイメリ
クフカフ 2世
カイエムネフェレト
アンクマ V
ヘムウ
セネジェムイブ・インティ
セネジェムイブ・メヒ
ニヘテプブタハ

1
3
 

ー

4

8

7

1

 

ー

1
1
 

5
1
 

5
 

1

1

 

ー
2
4
 

ー

2
2
 

2
 

ー 4
2
1
 

ー
1
3
1
 

1
3
 

第
6
王
朝

セネプ
セツェムネフェル 4世
ケネムネティ
セツェムネフェル・チェティ
ネフェリ
イチ

0
0
0
0
1
0
 

5
0
0
5
5
0
 

8
6
8
6
9
4
 

1
1
 

ー ー
1l 510 

1 2 
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表8 サッカラに埋葬された官僚達の地所のリスト

(Jacquet-Gordon, Domains より）

（王 の

第
4
王
朝

官僚の名前

メチェン
ペフエルネフェル
カテプ

テ
テ
ィ

ウ
ー
ー
ス

イ
セ
ッ

メ
ン
カ
ウ
ヘ
ル

ー
ー
ウ
セ
ル
＞

ネ
フ
ェ
＞
フ
レ

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
＞

ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
レ

即地

サ

フ

＞
ウ
セ
ル
カ
フ

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
フ

メ
ン
カ
ウ
＞

カ
フ
＞

ジ
ェ
デ
フ
レ

ク
フ

ス
ネ
フ
ェ
ル
ウ

他
人
の
私
設
財
団

O
3
0

本
人
の
私
設
財
団

2
4
2

地
所
の
総
数

3
1
6
8

第

5
 

王

ー

1

2

 

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
5
0
3
 

0
2
6
1
0
9
2
0
6
9
7
8
6
5
0
0
2
3
1
 

1

1

1

a

7

2

1

1

2

 

1
0
1
4
1
6
1
1
1
0
9
2
0
2
2
2
0
8
5
6
1
0
9
1
6
6
1
2
3
4
4
3
3
2
0
 

ー

ペルセン
セネヌアンク
ネンケフェトカイ
ジャジャエムアンク
ネフェルイ Vテネフ
アクヘテプ
ケヌウ
プタハVェプセス
カイエム V
ティ
ペヘヌウカ
Vツェプセス
カイプ V
ペルネブ
カイププタハ
イティ
プタハヘテプ 1世
アケティヘテプ
ケヌウト
プタハヘテプ 2世

ー

2 3 

2 3 

朝

1
2
 

2
3
 

2

1

 

2

1

 

2

1

1

 

2 2 1 
2 212 

1 6 

第

6

王

朝

ニアンクプタハ 8 5 0 
セVェムネフェル・ヘバ 8 4 0 
アンクマヘル・セン 7 0 0 
メVルカ 18 0 1 
センュセツェト（メレルカの妻） 66 0 
サブ 8 0 0 
メフ 40 1 4 
カイリ 10 0 0 

ー

ー
ー ー

8

4

0

4

 

2
 

2
5
1
9
4
 

2
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表9 王の地所の名前

(Jacquet-Gordon, Domaines, fig. B•C より）

王の地所

スネフェルフ
クフ
ジェデフレ
カフ v
メンカウレ
ツェプセスカフ
ウセルカフ
サフレ
ネフェルイルカ V
ツェプセスカレ
ニウセルレ
メンカウヘル
イセン
ウニス
テティ
ペビ 2世

を
な
の
）

名
わ
も
A
5
5
5
6
5
3
7
1
1
1
0
2
9
1
0
0
9
7
2
3
5
4
1
8
3
1

神
伴
い
（

を

も

）

0
5
0
6
0
0
5
7
5
3
6
3
1
4
9
5
 

名

う

B

1

3

6

2

5

神
伴
の
（

｀
ヽ

2

3

.

4

・3

4

2

7

B
 

彩

B-
＋

0
8
0
1
4
0
0
3
3
1
9
3
3
0
0
.
6
4
3
0
5
7
5
4
6
1
6
4

表10 第4王朝の地所の名前の中で言及された神々

(Jacquet-Gordon, Domaines, fig. B•Cより）

神 名 ク
フ

（王の地所）

［ 
イアケス
イウスアアス
バネブジェデト
メヌ（ミン）
ネプテト
ネチェル
ネチェルウ
vーア（レー）
ヘムテト
ヘル（ホルス）
ヘルチェヘヌカア
ケネム（クヌム）
ケネメト
セベク（ソベク）
ジェフティ（トト）
ウアジェト

ー

生
の
村
ー
2

1

1

自
然
発

1

2

1

 

2
1
 ー

3
 1

4
1
2
1
 

1 

※（）内の神名はギリ Vア名
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表11 第5王朝の地所の名前の中で言及された神々

(Jacquet-Gordon, Domaines, fig. D より）

神 名
サ
フ
レ

ぽ
ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
レ

の 地 所）

メ
ン
カ
ウ
ヘ
ル

ニ
ウ
セ
ル
＞

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
レ

ウ
セ
ル
カ
フ
ー

1
1
1

ウアジェト
ウプアウト
ネチェル
セテク（セト）
バウィ
ペテフ（プタハ）
ヘビ
ヘトヘル（ハトホル）
インプウ（アヌビス）
バウイウヌ
ペセジェト (9柱神）
ネクベト
セペド
バステト
マアト
ヘル（ホルス）
ネチェルウ
レーア（レー）
マティト
ヘルケマア
センャト
ネベトペー
ヘルメセン
ヘカ
ケンティチェネテト
セケル（ソカル）
キス
ジェフティ（トト）

アク
インディフ

ぢバネプジェデト
ベネン
ベト
メヌ（ミン）
ヘルイミシェヌウト
ヘルヘフネト
ヘリンェフ
ケンティイアウテフ
ケネム（クヌム）
セクメト
セケティ
ンェプセス
チェン
ジェセルテプ
イアウテト
イウンムウテフ
アンティ
ベヌ

イ
セ
ン

2

ウ
ニ
ス

自
然
発
生
の
村

1
1
2
1
2
 

2

1

 1
1
1
1
1
 

ー

ー
2
1

 

1
2
1
1
9
 

1

4

1

5

1

1

6

3

4

 

1

9

8

4

3

2

1

 

1

1

 

2
2
3
 

2
 

1
1
1
 

1
1
1
1
1
1
1
1
 

1
1
2
3
 

l
l
l
2
1
1
1
1
2
1
1
1
4
1
1
3
2
1
 

2
 

5
 

1
1
2
1
 

（次頁へ続く）
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（前頁より）

サ
フ
レ

メ
ン
カ
ウ
ヘ
ル

ニ
ウ
セ
ル
レ

ツ
ェ
プ
セ
ス
カ
レ

ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
レ

ウ
セ
ル
カ
フ

イ
セ
ン

ウ
ニ
ス

ネト（ネイト）
ヘムテト
ヘルアハフ
ケペレル
セベク（ソベク）
ンェセク（？）

自
然
発
生
の
村
ー

1
1
1
1
1

表12

神 名

アク
ウアジェト
ウク
バネプジェデト
バウイウヌ
バステト
ベヌ
ペテフ（プタハ）
メヌ（ミン）
レーア（レー）
フウレキト
ヘルチェルティ
ヘカ
ケネム（クヌム）
ケルティ
セベク（ソベク）

第 6王朝の地所の名前の中で言及された神々

(Jacquet-Gordon, Domains, fig. Eより）

i テ
テ
ィ
ー

1
2
1
2
1
1
7
1
1
1
1
2
3
1
1

ペ
ピ

2
世

3
4
5
3
1
 

ー

1
1
 

ー

神 名

ジェフティ（トト）
インプウ（アヌビス）
ウル
ウンル（オンリス）
メンチュ
メヒト
ネブタ
ネクベト
ヘプ
ヘル（ホルス）
ヘトヘル（ハトホル）
ケンティンェケク
セケティ
ンェセム
マアト

テ
テ
ィ
ー

ペ
ビ

2
世

自
然
発
生
の
村

1
1
5
1
2
1
1
1
3
4
1
1
2
 

ー

ー

参考資料

1. スネフェルウ王のヒ°ラミッド市のためのペビ 1世王の勅令（ダハンュール）

リン，所蕨番号17500)

（ベル

ホルス・メリタウィ，第21回家畜調査の年，播種季第 3月。

王は…宰相・・・，仕事の長官メルプタハメリレ，地方行政官ィヒケント，王室のケンティ

ツュ達の長官ウニ，神の供物の財産目録の長官ケヌ，唯一の友ィヒエムペルメリレ，税務

庁長官メリ，メジャイ・イアム・イレチェト地方の隊商隊監督官…に命じた。

ビラミッド「スネフェルウは輝く。」の中の上・下エジプト王スネフェルウ（に関して）。

陸下は彼のためにこのビラミッド市を王家のあらゆる労働の遂行からも，王都のあらゆ

る租税からも，あらゆる人々の命令に基づくあらゆる労働義務からも，あらゆる人々の命

令に基づく賦役からも永遠に免除することを命じた。

陛下は彼のためにこのビラミッド市の全てのケンティツュ達を，海路・陸路，上流・下
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流へのあらゆる使者の派遣からも免除することを命じた。

陛下はこの 2つのビラミッド市のあらゆる耕地も．ピラミッド市のケンティンュ達によ

る以外は，あらゆる王妃，あらゆる王族，あらゆる高官の隷農の生計として耕作させては

ならないと命じた。

陛下はこのビラミッド市のあらゆる耕地も，あらゆる友好的なヌビア人の取り立てとし

て耕作させてならないと命じた。

陛下はこの 2つのビラミッド市の土地台帳に登録されている，あるいは登録されるであ

ろうあらゆる外国人を，彼がかって属したいかなるエジプト人あるいはあらゆる友好的な

ヌビア人によっても連れさられてはならないと命じた。彼らは彼らに対してこの要求をも

ってはならない。

陛下はこのビラミッド市で納税義務のある者が． djehaの従属者の娘あるいはネケル

牛の飼料を使ってはならないと命じた。

陛下はあらゆる人々を誰もビラミッド地域で掘るためにつれてきてはならないと命じ

た。このビラミッド市のイカウヘルの座は神聖なので。

陛下はこのピラミッド市の水路，池，井戸，ホース，樹木を（課税のために）数えては

ならないと命じた。

陛下はあらゆる友好的なヌビア人も，このビラミッド市でとりたてを行なうために出か

けてはならないと命じた。

陛下はあらゆる友好的なヌビア人もこのピラミッド市の至聖所に，神官であるために，

月番勤務を行なうために，配当を食べるために入ってはならないと命じた。

陛下はこのビラミッド市の全ての収穫の配分は．このピラミッド市の配分規定に従って

なされると命じた。

陛下はこのビラミッド市の全てのケンティンュの補充は，このピラミッド市の土地台帳

に登録されている全ての人々の子供から徴募されると命じた。

しかし，他のピラミッド市に居住しているあらゆる人々に，汝はあらゆる土地も，神官

職の禄あるいは財産も与えてはならない。

しかし，汝はこのビラミッド市のあらゆるケンティンュの神官職を，あらゆる他人の言

葉に基いてではなく．命じられたことあるいは通知を受けたことにのみ基いて与えよ。

陛下はこのピラミッド市の保護のためにこれらを行なった。こうしてこのピラミッド市

において，このピラミッド市「スネフェルウは輝く。」の中の上・下エジプト王スネフェ

ルウのために祭儀毎月の供物．神への供物が執行されるだろう。上（・下エジプト王メ

リV)．彼が（永遠に）生きますように，の生命・（健康・繁栄） （のために）。

陛下の面前で封印された。

2. コプトスのミン神神殿のためのネフェルカレ・ペピ 2世王の勅令（コプトスB)

（カイロ，所蔵番号41893)

ホルス・ネチェリカウ，第11回の家畜調査の次の年，収穫季第2月28日。

王はビラミッド市の長官かつ宰相かつ王の文書の書記長ジャウ，伯かつ上エジプト長官
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クイ，神官長，神官の監督官，コプトス州の高官達に命じた。

コプトス州のコプトス市のミンの神官長と神官の監督官， ミン神神殿の地所の全ての従

属者達． ミンの随行と日番勤務の官吏達，この神殿あるいは当地にある神殿の労働者達と

左官達（に関して）。

陛下は彼らを王の羊のおり，王宮の牛の牧場，ろばの牧場，小牛の牧場の中におくこと

あるいは王の官庁で査定されたあらゆる租税や義務労働も永遠に禁じた。彼らは上・下工

ジプト王ネフェルカ V，彼が永遠に生きますように，のために命令により今日新たに免除

される。

王の徴募，土地管理，書類，封印された文書のファイルの官庁のために彼らの徴募を行

なう上エジプト長官に関して。彼らを王家のあらゆる労働につかせること，それは謀反行

為への加担である。

王の命令，土地管理，書類，封印された文書のファイルの官庁のためにもたらされた命

令に従って彼らを徴募するあらゆる首長，上エジプトの偉大な10人，上エジプトの労働班

の長官，使節の長官， 王の諸事の長官， 水夫達の長官（？），王の人民の長官に関して。

彼らを王家のあらゆる労働につかせること，それは謀反行為への加担である。

高官達にもたらされた後，人がそれに従って行なうように上エジプト長官にもたらされ

るその地域に対する命令に関して。陛下は彼がこの神殿の神官として担当者の名前を除去

するように命じた。

命令を保持したり，命令を記したりするあらゆる高官，王の文書係，耕地の書記長．封

印された文書の書記あるいは担当者（に関して）。コプトス州のコプトス市において神官

長，神官の監督官，官吏， ミンの従者とみはりの女達， ミン神神殿の地所のあらゆる従属

者達， ミンの労働者達と左官達の名前を王家のあらゆる労働に定めること，それは謀反行

為への加担である。

そのように上・下エジプト王ネフェルカ V，彼が永遠に生きますようには命じた。

コプトス州のコプトス市でのミン神神殿の門の建設の時に，堅固な石灰岩製の碑板に記

されるこの命令に関する文書がもたらされる。こうしてこの地域の官吏達は，彼らがこれ

らの神官達を王家のあらゆる仕事のために永遠に連れていってはいけないことを認識す

る。

この上エジプトで行なうことを命じられるあらゆる労働の負担・運搬という形で王の労

働への義務を行なうために，王の命令が上エジプトに対して示されるよう高官達に対して

言われたことに関して。一方この命令において，「この上エジプトにある免税された都市

においてあらゆる免役をしてはならない。」と言われる。陛下はコプトス州のコプトス市

のミン神神殿のあらゆる人々が，この上エジプトで行なわれる負担，運搬あるいはあらゆ

る労働へのあらゆる義務を行なうことを禁じた。

上・下エジプト王ネフェルカレ，彼が永遠に生きますように，は永遠にコプトスのミン

のために彼らの免役を命じた。

陛下はさらにコプトスのミンのための彼らの免役のために，昔の王の命令を遂行するこ

とを奨励する。汝はそれに従ってふるまうべし。しかし陛下はあらゆる高官の密使が， ミ

ン神神殿のあらゆる K6m(？)に出かけることを禁じる。
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上・下エジプト王，彼が永遠に生きますように，に誓って，汝はコプトスのミンのため

の汝の勤務の遂行以外に，あらゆる仕事をうけてはならない。ネフェルカレが望むことは

この命令の原文に従った行ないである。

そしてさらにこの命令の原文に従わずにふるまうあらゆる高官や官吏は，陛下によって

行なうことを命じられたあと，「ホルスの広間」につれていかれる。そして陛下は彼らが

ビラミッド「＊フェルカレは堅固であり，かつ生きる。」において， 永遠に神官であるこ

とを禁じる。

さらにこの神殿の神官職のために設立されたあらゆる耕地と耕作権に関して。陛下はコ

プトスのミンの財産に相応して，彼らの免役が今日上・下エジプト王ネフェルカ V, 彼が

永遠に生きますように，のために，命令により更新されることを命じた。

王の面前で封印された。

3. カエムネフェレトの葬祭儀式に関する規定（カエムネフェレト）ーギザ出土の第5

王朝時代の碑板

（カイロ，所蔵番号1432)

彼がまだ唯一の友，王のために毎日宮廷の勤務を遂行した第一の nekhbjtとして彼の

足の上で生きていた時，唯一の友，第一の nekhbjt, ドゥアヘルケンティペトの adj.mer

（・・・カエムネフェレトは次の処置を）行なった。財団の葬祭神官が私のために， 私がこ

れに関して行なった全ての順序（に従って）葬祭供物を用意する間，私は（子供達，兄

弟），姉妹，管理人達の子孫に命令権を与えない。葬祭神官の副監督者（あるいは葬祭神

官）は（耕地），人々そして私が彼らに譲渡したあらゆるもの（に関して），私のための葬

祭供物をその中から入手する。彼ら，彼らの子供達あるいは兄弟•姉妹が（このネクロポ

リスで，即ち）塞地ウルカフレにある（私の）墓の（中で），葬祭供物に関して勤務の義

務がある限り。（私が彼らに葬祭供物のために）譲渡した全ての物品，耕地，人々の分配

に従って。

私は葬祭財団の神官達に，（私が私のための葬祭供物のために），その中から彼に（譲渡

したもの），耕地，人々を誰かに賃貸したり，あるいは遺言によって誰かに譲渡する命令

権を与えない。彼が（優れた息子に）彼の相続分であるものを葬祭神官の官職と共に与え

る時以外。だから彼はこれらの葬祭神官達の下にとどまる。

王が私に（私の）扶養のために与えた私の葬祭供物（から，何かを）乱したり（減らし

たりした）葬祭財団の葬祭神官に関して。（彼が属する労働班のために）彼の地所の中に

ある相続分が彼からとりあげられる。

彼の地所にある相続分を没収するために，（彼の同僚に対して訴訟をおこし，一方）葬

祭神官職からの彼の排除のために訴訟書を作成する葬祭財団の葬祭神官に関して。彼から

は畑，人々，私が彼に私のための葬祭供物のためにその中から与えた全ての物品がとりあ

げられる。ネクロポリス即ちウルカフレにある私の墓の中で，その中から私のための葬祭

供物のために（私が）葬祭財団の葬祭神官達に（与え↑ご全ての物品， 耕地，人々に関し

て），役所に対して争うことの禁止のために， 彼に最後が準備される（役所が）ここに
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（あるだろう）。

役所に対する他の勤務のために出かけた葬祭神官達（に関して）。役所が許すならば彼

は他の動務に出かけるぺきである。彼の地所の中にある相続分は彼が属する労働班に属す

る。（私は）耕地，人々そして私が彼らに（ネクロポリスすなわちウルカフ Vにある）私

の墓の中で，その中から私のための葬祭供物のために譲渡したあらゆる物品から，（何か

を奪うことを許さない）。

王が私の扶養のために私に与えたこの耕地に：関して，（それは） ＊クロポリスでその中

の私のための葬祭供物のために（この葬祭神官達に属する）。

私が彼らに与えたものから供給される物品に関して，（それらを調整する場所で分配す

べきである。（この労働班のメンバーの扶養への配当分は 10分の 1である。これらは）ネ

クロポリスで（墓地）ウルカフレにある私の墓の中で，その中から私のための葬祭供物の

ために（そして）扶養（のために葬祭神官達に譲渡されるべきである）。

王が私に私の扶養のために与えた私の葬祭財団の（村々に関して），それらは配置に従

って私の葬祭供物のために免税される。・・・ネクロポリス即ちウルカフレにある私の墓の中

で，ここで私のための葬祭供物をつくる葬祭財団（の葬祭神官達と耕地と人々）と私が彼

らに譲渡した全ての物品（と共に）。

供物寄進の葬祭財団に関して，神官勤務のために…が実行される。

4. パレルモ・ストーン

（パvルモ博物館）

ネフェリルカレ王

ホルス・ウセルカウ，上・下エジプト王，二女神のお気に入り，カウエムセケムウ・・・

治世第1年

第2月7日。

神々 の誕生。

両国の統一。

周壁の巡回。

上・下エジプト王ネフェリルカレは彼の記念として（以下の神々）のために寄進した。

セヌトの家の…にいる九柱神：…にあるネフェリルカレの家の監督下にある「九柱神に

愛されるネフェリルカ V」と呼ばれる市の…スタットの土地。

ヘリオポリスの魂達とケルアハの神々：「ヘリオポリスの魂達に愛されるネフェリルカ

V」と呼ばれる市の…スタットの土地。ヘリオポリスの 2人の神官長，神官達，彼の家の

官僚達の監督下にある・・・東ケント州（第14州）の251(+ a)スタットの土地。……。

V-：祭壇

ハトホル：祭壇，…•••,210の神聖な供物， 203のパンとビールの供物，農奴……がつく

られた。

ィヒのためにメ Vトスネフェルの中にあるいちじくの女主人ハトホルの家に奉ぜられた

像が合金でつくられた。
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テプヘ卜のv-：彼のために…………のようなことがなされた。

3キュービット………。

※1と2は Goedickeの K畑 iglicheDokumenteに基いて， 3は同著者の Rechtsi”―

schriftenに基いて， 4は BreastedのAncientRecor必 ofEgypt, New York, 1962 

に基づいて筆者が拙訳を試みたものである。

＜付記＞

本稿のもととなった1985年の修士論文では，古代エジプト語の箇所は特別の音訳方法を

使って表記したが，本誌掲載に際して．印刷の都合上．それらをできるだけ日本語訳に直

し，どうしても訳せない語はアルファベットの組合せにより表記した。註の中にあらわれ

た古代エジプト語も同様である。無理な日本語訳も多数あると思われるが，読者の方々に

は寛容な御理解をお願いする。

行政の研究に関して，昨年冬には Strudwick,N.の Theadministration of Egypt 

in the Old Kingdom : The highest titles and their holders という 1冊が出版され

た。同書は古王国時代の中央行政の中で最も重要な 6つの官職 すなわち「大法廷の長

官」，「王の文書の書記長」，「仕事の長官」，「穀倉長官」，「宝庫長」，「宰相」の職務範囲を

調べようとしたものであり， 従来の称号の比較研究からより一歩進んだものとなってい

る。また同書はデータ分析に際してコンピューターを活用しており，これはこの方面の研

究では初めてではないかと思う。コンピューターの登場は絶望的な資料の整理から総合研

究を可能にし，古代エジプト社会の解明に非常に役立つものと思われる。筆者の遅々とし

た研究に対し，欧米では着実にエジプト学が進んでいるのを痛感させられる今日である。

（関西大学大学院聴購生

関西大学史学・地理学会

昭和印年度収支決算報告書

収入 2,021.967円！支出 2,021.967円

前年度より繰越

会 費

寄付（松浦・薗田先生）

史 泉 売 上

Vジュメ売上

利 息

雑収入

559,259円 事 務 費

1,327,000円 史学・地理学会大会費

20,500円 史泉 60,61号

31,500円 郵 送 料

14,000円 振込用紙ほか印刷代

34,021円 事務員謝金

35,687円 来年度への繰越
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71,437円

113,828円

869,000円

63,420円

35,490円

112,080円

756,712円




